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つぎに 2つ奪穂蓄鐘甕準羅蓄翔録を歌惨上げ,そ こで参選室された躍書の権審

分析を選して,佐野の選数が教亀擁鐘格をもってをヽた, と論麺している。こ鳩 こヽ/

, これも奇攀なことで, これら舎羅録は (1),数野鰹人の選択ではなく,確参褒I

村私立穏蓄鱚員ら5名 と参金作であること, 4奮)曇時参轟畿事情を籍ら考慮 こ′て

をヽなもヽこと, 準)図書寵容を吟味そヽず.書名だけで今碧織な機魚から批率ξしても`

るなど,佐甕券甕書達款論の数嚢 :こ iま ならないと思う。

第 1織魚にかかわっていえば=1911年の『轟録Iの機登員は三井議之進〔私立

菱岐波文奪主管ショ 番鷺裁一 (鐵
・立華魔図書鐘塁)ら 3名で,鐘野はそ録一員に

すぎない。 こ′かも理萎録 :ま濃難図書館機会議上「購除訂五ア甕九∫:′点アル トキハ

そt,嚢票釜アラン撥 トフJ(鐘象鷲議 第16)と ,多 くの祭穐甕還箋鐘員にも文鍾発豪

鷺を呼び掛けてい等。したがってこの F窮録 ,1そま多数鋳人々傘合作とみるべきで

ある。たとえ佐野が主導舞でみったとこ′ても,ど こまでが鐘甕舎選定か,等機撃で

きなそヽ以上2線分的に選書を推難して,それを往甕義選定した図書ととらえ議ず

為曇はおかしいと驚:う 。

第 2各点では,霊 じ年 :こ刊行された文謀書躍心『図書鐘書鰺標準豪録 J 41911

年 6月 )と対jた こ′てはしかった。Iの 議録は,文華省発行だが,編纂委員 7理 は

佐野を全あて和甕万書,湯浅吉舞シ捜選又次鉾,華幸纏裁ら全員が図蓄鐘雰辱良

裁ある人々である。こ舎 2つ録『漂鐘』を麓裁すると}くず緩騒蓄鐘 >亀凝野に

入れた文澤省母騒録に,金菫舎『爾録どの整書がマ○バーをント近 く甕象されてもヽ

る。当時の1薮事情を考慮すると,薙客におけでも,畿成におをヽても殊更に論ず

べき極とな鉾か, とくに数化牲云々をi彗鏑できる分か, と麗解に警じむ。まして

構成比は法制 '経済,美鋳撃F電などが「 きわ峰て転率」などとしヽってもさこPて意

味はないような気がする。

第 3舎点では「鍾方畿良燿難鍵イデオ溝―ダ井上友一_1が難待するような F覆



民
=本

1豪 とか「 霊本武士道赤縁武創  「丸甕裁幾J「真議幸liJな ど蕪還曇鋳

美酵 テーマとした云々と,図書寵容Φ数髪だが,大贖菫鍾罐
‐
鰤与三欝ι『入霊

譲本』などもあるしン「大躍歳談Jや「翼羅華討」などを崚単に「読滋亀鋳云々

Jと彗拳捨てでよをヽのだろうか守そ与をヽう験で批義されたら,今巨総公共蓼書鍵

舎選書はどういうことになるのだろうか?

いづれ五 iノ ても=数人の金作でなる (睦方命藁書鐘緑嚢寅が多分に反映された

)F乗録』にたしヽして,それを佐野の理書選択の実難と位置づけ競疑すること:ま

マ ト昇れではないだろうか ?

彙臨氏が後甕縁選択晟発を曇≧琴馨する譲魏 :ま ,推毎全論議を通じてたった 1か所,

次曇数行だけである。 (「涯書館と悪文学」は員も“矯織な支魏階級の声は響か

なもデ (小;:躍氏)点を認めている)。

賊 芸又は思想ξこ舞する餞書にして議もすれば多数青年者を累はす

べきなありと むるもののごときξま,奮令,数出せるもの,響要

多き蓬備とい貧̈ども必ずしも鐘鱚 くるを要せずJ

こ′かもこれも〉義後を合わせて議むならば,最終鵜に壁:「鐘長庭ら載捨決定す

べきなり」と鐘長巻率{動うこ醤せているぬである。

暴l~l氏 は,それこそすみからすみまで一生懸命,佐野の議考舎幸から“教′
f貌菫ヤ

饉籍 "の記述がなしヽかと葬されたのであるうが,権の “重書の選択 "論においで

もこ傘ような戴述を発見す蓬ことができず,そ こで仕方無 く,当時の社会歌鷺や

疑遅命資料,意質舎羅想テさらには『目録Jを なヽっぽりだしてこの葦をまと織轟

げる性とになった鍛でネ手う。

しかこ́,ぼ くは,そ ういう作菫よりも,当時鍾方改良運動舎指導者をはじ導文

郡雀曇轟者が鐵鍾‡こなって「鶴滋ノ思慧ブ鼓甕スルガ舞キ」蓄鱚の鬱卜鍮 (小懇顆

文等の最褻桑図書鐘機会発会式録式講)を叫ぶ考まで,歌 た佐野縁立場からであっ

たら毎号録ように『鮭報告Jで図書鐘論を発表 してもヽたのだから,そく らでも数

力に迎合して選書選択論を述べる機会があったにもかかわらず,鏡録全譲装を達

じて種か 1か雇にしか暴_l員の難待する文章がでてこなかった意強をとそ考える

べきではなかったみらか。
《
悪魏 綾 '母大会曙の輝[で ,あえて同麗しなかった

脅銭:擁 (?)な錢勢態変こそ詳羅すべきではなかろうか。

氏がつ:属 されてをヽる「図書鍵普及改善二甕スル譲争J(1917年)に しても,ま

た 畷 書鍵ラ青年甕二貌シマシムヘ■方湯勢f琢」うこ対する興議会録答申:こ こノても

,氏の難待する文言うま残念ながら轟てこなひ。かえⅢ,て騒書舎選択 iま「脅奪ノ燿



牲二遷場ナル穏書ア選択」と指示こ′ているのである。

纂:甕氏 :ま第 2薫参結びで「強甕舎 罐 籍理蓄鐘J議 :ま,窃始末～大五奪:難 辱彗

家鋳諸護題む達成を彙甕桑 :こ おける選籍図書斃渥義の優甕 :こ おいて霊実化 しよう

とするも参であ与,そ録たあ縁菫轟鋒 娑実験的な方法を覆甕したも身であったと

いえよう」と宣言されるが,遂に,氏が馨:理 された性警録論文参ι琴十場か砕全轟

競を率菫に進覧すると,や はり強野 :ま 諄 残磐公共理書鐘」を違求した参だ, と

焼″く:ま今も考ノ江碁
`D lfど

うる.

たしかに後にも時代の躍織からく4多 く心襲点をもってをヽた。その点につもヽて

ぼくが言及してこなかったことは観半ξされても猛方がなしヽ。しかし,今要でも「

遷本靡t」 な官鐘懇購はかなり強饗 :こ残み し,民主飾な図書鐘震動の遂:テを数んで

いる墳況を考えると,甕治東難傘,全 く医蓄鐘も薩解 しなしヽ天皇参官繊弊譲ξ各奪:

‐
で,「暮来善公共凛:書鐘」の実理はもヽかに甕難

‐
せあったか,それを桑裁ほきり穆

らき,事実,大きく競選させたこと;ま,その選菱においてどんなに書しい鶴もヽが

あったか,蒻場で蓄 しんだものなら十分璽鐵されると慧うのである。

(受匿 罐雛6舎年 1月 2準 襲)

第ll理 運重委員会議傷

なCO年 4薦 ε震 (主)午後 5時より,菫京=ふ進4難,裁轟宣「魔沢」ぶこて甕鍾
`

轟1蒻 は石井教)寺獲光孝,最貌婁子,小鷲魏,睦井澄子,鶴翼修,幸韓隆後,

I猛藤―露,河井弘患
`

率菫襲七貴ナーを機券:こ数話した。そミナー癬丸粋については,議下参ように決

定した。

第 窯甕 甕書畿 を考えるたヽテー

テーマ 理書鐘における透代と|ま

獲 暗  9魔 拿閣 (琶 ), 9揮 9甕 (躍 )

壌 諸: 東京 (大菫文亀大学参会館を予定)

(扇筆裟なプ
'グ

ラムにつをヽては, 7薄 上旬発行の数彗ニューース・レターで案

弯する)

をミナー実行委員会の機重‡ま以下でネ碁。

委員長 二藤二諄

委 員 輝ヽ驚 歓, 中韓隆機,

警諄鬱著[子,久霧甕豊,

鑓彗一徳,

饗耀甕子 .



*機蒻誌『図書鐘史研究』 (第二号)の編集まま進行警であり, こ舎8餐 中 `下彎

にE舞アツシエーッから発縁する。撮趙論文亀)そ の権範ついては,次甕母ニ

ュース・ ンターで案肉する。なお,編集委員会は纂三号に警いてのは懇を絞請

しはじめてもヽる。

ネIFLA 露 7議会 (甕警鐵学の研究と教育)で は,図書館史関係のレポーターを

募集している。

発表を着璽する人は, 5月鸞4琶 まで3こ下記に申しこむこと。申込については

テーマとレポーター亀だけで結徊 す。

申込先

図書鶯清燿大学内 藤輪華鐘

家次議 運言委員会  6月 22琶 (土)午後 6時から

東京にて

事務局より

率昭和60年度 新入会員

率躍和60年度の会雙艤入は,現在65%と なっています。年間会■は1,000霧です

早期購入に購協力 ください。

*図書鐘史にかんする,電酷ヽ源纏 (40G ttX l①教程度)を纂集しています。

原纏槻 受竃 した次のニュース・ンターに鶴戦することを願鷹としています。

ふるって,臨募 して ください。

(文嚢 ∫‡l綺 良孝)


